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るものが増えてきている。例えば、米国の ETSの開発による TOEIC® Speaking and Writing 
Testsや TOEFL iBT®、ブリティッシュ・カウンシル、IDP社、ケンブリッジ大学 ESOLが共同
運営する IELTS（the International English Language Testing System）、イギリス・ケンブリッジ大























Versantの構成概念については、VersantTM English Test: Test Design and Validation Research
（2008）において次のように説明されている。
The Versant English Test measures facility in spoken English – that is, the ability to understand 







本テストはコンピュータを通じて受験するが、受験者毎に Test Identification Numberが割り振
られ、それぞれに異なったテスト問題（A4 サイズ 1枚程度）が発行される。受験者は、その問
題を見ながら、ヘッドセットとマイクロフォンを通じて解答していく。受験者の応答時間に差は
あるが、15 分前後ですべてのパートを終了することができ、テスト結果は、受験直後に Score 
Reportとして提示される。
2.4　受験者への結果のフィードバック










A 音読 12 個のセンテンスが提示されていて、指示された番号の英文を音読する。 8問
B 復唱 聞こえてくるセンテンスを復唱する。 16 問
C 質問への応答 聞こえてくる質問に対し、簡潔に答える。 24 問
D 文の構築 ランダムに聞こえてくる語群を適切な順に並べ変えて文章にする。 10 問
E 話の要約 簡単なストーリーを聴き、30 秒以内にストーリーの状況・登場人物・行動・結末を含め、英語で要約する。 3問
F 自由回答 家族の生活や個人的な選択について、の質問に対して 40 秒以内に英語で回答する。 2問
表 3　Score Report の得点情報（http://www.versant.co.jp/kekka/ より抜粋）
スキル スコア スコアの判定基準











によっては 3回生の参加もみられる。2012 年度に参加した学生については、2012 年度 6月の
TOEIC®IP団体受験では平均点が 539.25 点（標準偏差 90.59）で、国際ビジネスコミュニケー



















からもわかるように、「文章構文」では 4.82、「語彙」では 4.46、「流暢さ」では 2.84、「発音」で
は.91 の伸びが見られ、特に「文章構文」と「語彙」の伸びが顕著だったことがわかる。また、




人数 最小値 最大値 平均値 中央値 標準偏差
事前テスト 53 24.00 43.00 34.68 35.00 4.07




=5.393, p<.01, d=.77; 語彙：t（45）=4.548, p<.01, d=.70; 流暢さ：t（45）=3.685, p<.01, d=.42）。
また、「発音」については、有意傾向でその伸びが観察された（t（45）=1.780, p=.082, d=.20）。
3.3　スピーキング・テストの分析結果：CEFRとの関連から
CEFR（Common European Framework of Reference for Languages：ヨーロッパ言語共通参照枠）
が日本の言語教育にも少なからぬ影響を与えてきている。ETS（2010）が TOEIC®と CEFRと
表 5　4つの下位能力の基本統計量
人数 最小値 最大値 平均値 差 中央値 標準偏差
文章構文
事前 53 20 49 37.06 37.00 6.11
事後 52 24 55 41.88 +4.82 43.00 6.37
語彙
事前 53 21 46 35.66 36.00 5.86
事後 52 24 56 40.12 +4.46 40.50 6.79
流暢さ
事前 53 21 49 32.26 32.00 6.43
事後 52 22 50 35.10 +2.84 34.50 6.91
発音
事前 53 28 46 34.09 33.00 4.12




の関連を報告しているので、その指標に則して、留学前（2012 年 6 月）と留学後（2013 年 6 月）
の両時期に、学内で実施された TOEIC®IPを受験した 28 名の結果分析を試みた。TOEIC®の合
計点（990 点満点）においては 5％水準で、またリスニング・セクション（495 点満点）では 1％
水準で有意な伸びを示していた（合計点：t（27）＝2.54, p <.05, d=.39、リスニング・セクショ
ン＝ 2.76（27）, p <.01, d=.32）。留学後の合計点の平均値は 593.93（標準偏差 97.34）であり、
ETS（2010）が示す情報を参照する限りでは、B1 レベルに位置することになる。
次に Versantの Score Reportで提示された CEFRのレベルの分布を調べてみると、表 6のよう
になった。リスニングとリーディングから構成される TOEIC®においては、B1 レベルに達して
いる者が中心といえる結果であったが、Versantの得点では留学後に有意な伸びが観察できたも
のの、CEFRの指標では 34 名（65％）が A2 レベルであり、B1 レベルに達しているとみなされ
た者は 3名のみであった。つまり、TOEIC®で測定しているような受容技能に比べて、産出技
能は低いと考えられる。
ただし、事前テストの際には、A1 レベル以下の者が 2名存在し、A1 レベルが 28 名（52.8％）、









つの能力（「総合」と 4つの下位能力）に対して、「これから Versantで Speakingの変化を測定し
ますが、その前に、自分で実感している英語力の変化を <－ 2>（悪くなったと思う）～
<＋ 2>（良くなったと思う）で評価してみてください。」という質問を与え、回答してもらった。







Basic User Independent User Proficient User
<A1 A1 A2 B1 B2 C1 C2
Versantの
得点範囲 20-25 26-35 36-46 47-57 58-68 69-78 79-80
人数
事前 2 28 23 0 0 0 0



























































１）英語テストとして CASECを使用。CASEC（Computerized Assessment System for English Communication）
は、（財）日本英語検定協会が基礎開発し、現在、（株）教育測定研究所が開発・運営しているインターネッ
ト上で受験できる英語コミュニケーション能力判定テスト。
２）VersantTM English Test: Test Design and Validation Research（2008）では、基本情報として、603 名の英
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Abstract
In an attempt to evaluate the effects of the short-term study abroad programs organized by 
the College of Economics, the present report examines the results of the speaking test the 
participants took before and after the programs, and also discusses the results of a questionnaire 
study. The analysis of the test indicated a significant increase in their English speaking abilities, 
particularly in such sub-categories as sentence construction and vocabulary. The improvements 
in those categories, however, were not properly recognized by the students themselves, as was 
shown in the questionnaire study. This report with a preliminary focus on students’ speaking 
abilities provides practical implications in redesigning the College’s English program, which 
aims to integratively address a mix of language and other skills.
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